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【背景】 胃食道逆流症 (gastroesophageal reflux disease; GERD)は、内視鏡的に食道粘膜傷害を伴うびらん
性胃食道逆流症 (erosive reflux disease; ERD)と、粘膜傷害を伴わない非びらん性胃食道逆流症 (non-erosive 
reflux disease, NERD)に分類され、さらに広義のNERDは逆流と症状の関連の有無および異常酸逆流の有無
により狭義のNERDと食道過敏 (Reflux hypersensitivity, RH)および機能性胸焼け (Functional heartburn, 
FH)に分類される。広義の NERDにおいては ERDと比較しプロトンポンプ阻害薬 (proton pump inhibitor, 
PPI)への反応性が低く治療に難渋する場合が多いが、PPI投与にも関わらず症状が残存するPPI抵抗性NERD
の病態は複雑であり、特に知覚に関する機序については未だ不明な点も多い。24 時間食道 pH 多チャンネル
インピーダンスモニタリング  (24hour multichannel intraluminal impedance pH monitoring, 24hr 
MII-pH)では、食道下部の基線値が知覚受容に関わるとされる食道粘膜抵抗値と正の相関を持つことが報告さ
れている。これまで 24hr MII-pHにおける基線値について、NERDと FHを比較検討した報告はあるが、RH
についての検討はない。また、NERD の病態に影響を及ぼす可能性があると考えられる食道部位や性別、年
齢別に比較検討した報告は未だない。 
【目的】 PPI内服下にも関わらず症状が残存する広義の PPI抵抗性NERD患者の 24hr MII-pHの基線値に
ついて NERD群、RH群、FH群ごとに食道部位や性別、年齢別に比較検討することでその病態を明らかにす
ることを目的とした。 
【対象・方法】 対象は 2011 年 8 月から 2016 年 2 月までにラベプラゾール (Rabeprazole, RPZ)20mg/日内
服にも関わらず逆流症状が残存するPPI抵抗性NERD患者のうち24hr MII-pHを施行した連続68例とした。
RPZ 20mg/日内服条件下に 24hr MIIを施行し、逆流関連症状と逆流の程度により NERD群、RH群、FH群
に分類し、それぞれの基線値について食道部位別、性別、年齢別に比較検討した。 
【結果】 食道下部の基線値は、FH 群に比較し NERD 群では有意に低値を示した(p=0.01)が、RH 群では有
意差は認められなかった(p=0.45)。一方、食道上部の基線値は 3群間で有意差は認められなかった。食道下部
の基線値を男女別に比較したところ、男性では 3群間で有意差は認められなかった(p=0.84)が、女性では、FH
群と比較し NERD 群では有意に低値を示した(p＜0.01)。また、食道下部の基線値について男女別に 60 歳未
満と 60 歳以上で比較したところ、男性の NERD、RH、FH いずれにおいても有意差は認められなかった
(p=1.00、p=0.22、p=0.64)。一方、女性においては、NERDと RHでは 60歳未満と 60歳以上に有意差は認
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められなかった(p=0.62) (p=0.11)が、FHでは60歳未満では60歳以上と比較し有意に高値を示した(p=0.02)。 
【結論】 24hr MII-pH において、食道下部の基線値は FH 群に比較し NERD 群で有意に低下していたが、
RH群では有意差は認められないことから、RHと FHの症状発現の機序には粘膜抵抗性以外の因子が関与し
ている可能性が示唆された。また、FHにおける食道下部の基線値は、男性では 60歳未満と 60歳以上で有意
差は認めなかったが、女性では 60 歳未満で 60 歳以上と比較して有意に基線値が高値を示したことから、性
や年齢により食道粘膜抵抗値に差異がある可能性が示唆された。 
 
